
第７次平取町総合計画  簡易版
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 一人ひとりが根に水をやり、 みんなで平取町の未来を育てていく姿 

これからの
10
年間、平取町をどんな町にしていくのか。これからの
10
年間、平取町をどんな町にしていくのか。
「第７次平取町総合計画」は、平取町の未来に向けた大切な道しるべです。「第７次平取町総合計画」は、平取町の未来に向けた大切な道しるべです。
簡易版では、計画のポイントを、だれにでもわかりやすくまとめました。簡易版では、計画のポイントを、だれにでもわかりやすくまとめました。


自然、文化、産業、人のつながり。平取町の強みを活かしながら、安心して暮らし自然、文化、産業、人のつながり。平取町の強みを活かしながら、安心して暮らし
続けられる未来を、みんなで育てていきます。続けられる未来を、みんなで育てていきます。



これからの 10
年間、平取町をどんな町にしていくのか。
「第７次平取町総合計画」は、平取町の未来に向けた大切な道しるべです。
簡易版では、計画のポイントを、だれにでもわかりやすくまとめました。 
自然、文化、産業、人のつながり。平取町の強みを活かしながら、安心して暮らし
続けられる未来を、みんなで育てていきます。 

令和８（2026）年度〜令和17（2035）年度



「総合計画」は平取町の未来を考える、大切な計画です「総合計画」は平取町の未来を考える、大切な計画です「総合計画」は平取町の未来を考える、大切な計画です

　第７次平取町総合計画は、これからの平取町がどのようなまちを目指し、どのよ　第７次平取町総合計画は、これからの平取町がどのようなまちを目指し、どのよ
うな取組を進めていくのかをまとめた、町の最上位計画です。うな取組を進めていくのかをまとめた、町の最上位計画です。
　人口減少や少子高齢化が進む中でも、平取町らしさを大切にしながら、安心して　人口減少や少子高齢化が進む中でも、平取町らしさを大切にしながら、安心して
暮らし続けられるまちをつくるために策定しました。暮らし続けられるまちをつくるために策定しました。

　この計画では、町民・議会・行政が目指す方向を共有し、分野ごとの施策を総合　この計画では、町民・議会・行政が目指す方向を共有し、分野ごとの施策を総合
的・計画的に進めていきます。的・計画的に進めていきます。

　期間は、令和８（2026）年度から令和17（2035）年度までの10年間で、基本計　期間は、令和８（2026）年度から令和17（2035）年度までの10年間で、基本計
画の前半５年間（令和８（2026）年度～令和12（2030）年度）を前期計画、後半画の前半５年間（令和８（2026）年度～令和12（2030）年度）を前期計画、後半
５年間（令和13（2031）年度～令和17（2035）年度）を後期計画とします。５年間（令和13（2031）年度～令和17（2035）年度）を後期計画とします。

　第７次平取町総合計画は、これからの平取町がどのようなまちを目指し、どのよ
うな取組を進めていくのかをまとめた、町の最上位計画です。
　人口減少や少子高齢化が進む中でも、平取町らしさを大切にしながら、安心して
暮らし続けられるまちをつくるために策定しました。

　この計画では、町民・議会・行政が目指す方向を共有し、分野ごとの施策を総合
的・計画的に進めていきます。

　期間は、令和８（2026）年度から令和17（2035）年度までの10年間で、基本計
画の前半５年間（令和８（2026）年度～令和12（2030）年度）を前期計画、後半
５年間（令和13（2031）年度～令和17（2035）年度）を後期計画とします。

計画体系概念図

●
計画の見直し●
計画の見直し


　社会情勢の変化が激しい昨今の状況を踏まえれば、本計画が時代に適合しなくなる　社会情勢の変化が激しい昨今の状況を踏まえれば、本計画が時代に適合しなくなる
事態も想定され、新たな課題へも対応しなければならない可能性もあります。事態も想定され、新たな課題へも対応しなければならない可能性もあります。


　町民の意思や要望及び議会での協議の結果、町政運営の方針転換、国・道の動向な　町民の意思や要望及び議会での協議の結果、町政運営の方針転換、国・道の動向な
ど、計画の変更や修正が必要と判断した場合は、計画の見直しを実施いたします。ど、計画の変更や修正が必要と判断した場合は、計画の見直しを実施いたします。

● 計画の見直し 
　社会情勢の変化が激しい昨今の状況を踏まえれば、本計画が時代に適合しなくなる
事態も想定され、新たな課題へも対応しなければならない可能性もあります。 
　町民の意思や要望及び議会での協議の結果、町政運営の方針転換、国・道の動向な
ど、計画の変更や修正が必要と判断した場合は、計画の見直しを実施いたします。

基本構想
R8～R17
（10年間）

基本計画
前期：R8～R12
後期：R13～R17
（各５年間）

実施計画
毎年３年間の計画を作成
（ローリング）

長期的な展望に立ち、将来どのよ
うなまちの姿を目指すのか、行政
運営の基本的な方針を定めます。
＜政策大綱＞

基本構想の実現に向け、分野
別のまちづくりを進めていく
ための取組を定めます。 
＜施策＞

基本計画に位置付
けられた取組につ
いて、具体的な事
業を定めます。 

まちづくりの合言葉まちづくりの合言葉まちづくりの合言葉
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びらとりの未来（あした）！びらとりの未来（あした）！
みんなでつくろう！
びらとりの未来（あした）！
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これからの平取町に必要なことこれからの平取町に必要なこと

これからの平取町に必要なこと 
　平取町では、人口減少や少子高齢化が進む中で、地域の担い手不足や、医療・福祉　平取町では、人口減少や少子高齢化が進む中で、地域の担い手不足や、医療・福祉
・交通・子育て・住まいなど、暮らしを支える仕組みの維持がますます大切になって・交通・子育て・住まいなど、暮らしを支える仕組みの維持がますます大切になって
います。います。


　また、脱炭素社会への対応やデジタル化の進展など、時代の変化に合わせた新しい　また、脱炭素社会への対応やデジタル化の進展など、時代の変化に合わせた新しい
取組も必要になっています。取組も必要になっています。


　その一方で、平取町には、豊かな自然、アイヌ文化をはじめとした歴史と文化、農　その一方で、平取町には、豊かな自然、アイヌ文化をはじめとした歴史と文化、農
業や林業、びらとりトマトやびらとり和牛などの地域資源、人と人とのつながりとい業や林業、びらとりトマトやびらとり和牛などの地域資源、人と人とのつながりとい
った、大きな強みがあります。った、大きな強みがあります。


　この計画は、そうした平取町らしさを活かしながら、これからも安心して暮らし続　この計画は、そうした平取町らしさを活かしながら、これからも安心して暮らし続
けられる町をつくるための計画です。けられる町をつくるための計画です。



　平取町では、人口減少や少子高齢化が進む中で、地域の担い手不足や、医療・福祉
・交通・子育て・住まいなど、暮らしを支える仕組みの維持がますます大切になって
います。 
　また、脱炭素社会への対応やデジタル化の進展など、時代の変化に合わせた新しい
取組も必要になっています。 
　その一方で、平取町には、豊かな自然、アイヌ文化をはじめとした歴史と文化、農
業や林業、びらとりトマトやびらとり和牛などの地域資源、人と人とのつながりとい
った、大きな強みがあります。 
　この計画は、そうした平取町らしさを活かしながら、これからも安心して暮らし続
けられる町をつくるための計画です。 

平取町の今と、これからの課題

人口が減る時代でも、暮らしやすい町へ人口が減る時代でも、暮らしやすい町へ

人口が減る時代でも、暮らしやすい町へ 
　人口減少は、すぐに止められるものではありません。　人口減少は、すぐに止められるものではありません。
　だからこそ、人数だけではなく、「この町で安心して暮らせるか」「住み続けたいと　だからこそ、人数だけではなく、「この町で安心して暮らせるか」「住み続けたいと
思えるか」が大切です。思えるか」が大切です。



　人口減少は、すぐに止められるものではありません。
　だからこそ、人数だけではなく、「この町で安心して暮らせるか」「住み続けたいと
思えるか」が大切です。 

（※令和２年の総人口は国勢調査より作成、令和７年以降は社人研推計値より作成。）（※令和２年の総人口は国勢調査より作成、令和７年以降は社人研推計値より作成。）（※令和２年の総人口は国勢調査より作成、令和７年以降は社人研推計値より作成。）

　令和17年度の目標人口を　令和17年度の目標人口を
3,540人と定めました。3,540人と定めました。
　推計値（3,474人）に留　推計値（3,474人）に留
まることなく、一人ひとりまることなく、一人ひとり
が暮らし続けられる環境をが暮らし続けられる環境を
整え、人口減少のスピード整え、人口減少のスピード
を緩めます。を緩めます。
　数字の向こう側にある、　数字の向こう側にある、
町民一人ひとりの豊かな暮町民一人ひとりの豊かな暮
らし。それがこの計画の本らし。それがこの計画の本
当のゴールです。当のゴールです。

　令和17年度の目標人口を
3,540人と定めました。
　推計値（3,474人）に留
まることなく、一人ひとり
が暮らし続けられる環境を
整え、人口減少のスピード
を緩めます。
　数字の向こう側にある、
町民一人ひとりの豊かな暮
らし。それがこの計画の本
当のゴールです。

目標人口目標人口
令和17(2035)年令和17(2035)年

目標人口
令和17(2035)年

3,5403,5403,540人人人
（推計値3,474人）（推計値3,474人）（推計値3,474人）

平取町が抱える主な課題平取町が抱える主な課題平取町が抱える主な課題
【交通・移動等】通勤・通学・通院・買い物を支える交通の確保【交通・移動等】通勤・通学・通院・買い物を支える交通の確保
【医療・福祉】医療・福祉体制の維持と充実【医療・福祉】医療・福祉体制の維持と充実
【教育・子育て】高校の存続や教育環境の整備、子育てしやすい環境づくり【教育・子育て】高校の存続や教育環境の整備、子育てしやすい環境づくり
【雇用・産業振興】雇用の場の確保と産業の担い手不足への対応【雇用・産業振興】雇用の場の確保と産業の担い手不足への対応
【人口減少・地域コミュニテイ】地域の担い手の不足、地域活動の参加者減少【人口減少・地域コミュニテイ】地域の担い手の不足、地域活動の参加者減少
【移住・定住・住宅】住宅不足や施設の老朽化への対応【移住・定住・住宅】住宅不足や施設の老朽化への対応
【観光・文化】地域資源の活用と情報発信の強化【観光・文化】地域資源の活用と情報発信の強化

【交通・移動等】通勤・通学・通院・買い物を支える交通の確保
【医療・福祉】医療・福祉体制の維持と充実
【教育・子育て】高校の存続や教育環境の整備、子育てしやすい環境づくり
【雇用・産業振興】雇用の場の確保と産業の担い手不足への対応
【人口減少・地域コミュニテイ】地域の担い手の不足、地域活動の参加者減少
【移住・定住・住宅】住宅不足や施設の老朽化への対応
【観光・文化】地域資源の活用と情報発信の強化
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子どもから大人まで、たくさんの声をもとにまとめました

　この計画は、行政だけでつくったものではありません。　この計画は、行政だけでつくったものではありません。
町民アンケート、地域住民へのヒアリング、町長と地域との懇談会、高校生座談会、町民アンケート、地域住民へのヒアリング、町長と地域との懇談会、高校生座談会、
若者・若手職員ワークショップ、パブリックコメントなど、さまざまな方法で意見を若者・若手職員ワークショップ、パブリックコメントなど、さまざまな方法で意見を
聞きながら策定しました。聞きながら策定しました。
　パブリックコメントでは、延べ14名の町民から31件の意見が寄せられました。　パブリックコメントでは、延べ14名の町民から31件の意見が寄せられました。
　子どもから高齢者まで幅広い世代の声を受け止め、これからのまちづくりの方向性　子どもから高齢者まで幅広い世代の声を受け止め、これからのまちづくりの方向性
に反映しています。に反映しています。

　この計画は、行政だけでつくったものではありません。
町民アンケート、地域住民へのヒアリング、町長と地域との懇談会、高校生座談会、
若者・若手職員ワークショップ、パブリックコメントなど、さまざまな方法で意見を
聞きながら策定しました。
　パブリックコメントでは、延べ14名の町民から31件の意見が寄せられました。
　子どもから高齢者まで幅広い世代の声を受け止め、これからのまちづくりの方向性
に反映しています。

アンケートなどで特に重視されたことアンケートなどで特に重視されたことアンケートなどで特に重視されたこと

　地区別・年齢別の結果を見ると、「保健・医療・福祉が充実し安心して暮らせるま　地区別・年齢別の結果を見ると、「保健・医療・福祉が充実し安心して暮らせるま
ち」
が多くの層で上位となりました。ち」
が多くの層で上位となりました。
　また、地場産物を生かした加工製造業などが盛んなまち、農林業などの主要産業が　また、地場産物を生かした加工製造業などが盛んなまち、農林業などの主要産業が
盛んなまちも高く求められています。盛んなまちも高く求められています。

　地区別・年齢別の結果を見ると、「保健・医療・福祉が充実し安心して暮らせるま
ち」 が多くの層で上位となりました。
　また、地場産物を生かした加工製造業などが盛んなまち、農林業などの主要産業が
盛んなまちも高く求められています。
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　農業・林業・商工業・雇用を支え、地域経済の活性　農業・林業・商工業・雇用を支え、地域経済の活性
化を目指します。担い手確保、スマート農業、起業支化を目指します。担い手確保、スマート農業、起業支
援、企業誘致などに取り組みます。援、企業誘致などに取り組みます。

　農業・林業・商工業・雇用を支え、地域経済の活性
化を目指します。担い手確保、スマート農業、起業支
援、企業誘致などに取り組みます。

平取町の未来をつくる８つの柱

　将来像の実現に向けて、平取町では、次の８つの基本目標に沿ってまち　将来像の実現に向けて、平取町では、次の８つの基本目標に沿ってまち
づくりを進めます。どれも、私たちの暮らしにつながる大切な柱です。づくりを進めます。どれも、私たちの暮らしにつながる大切な柱です。


　将来像の実現に向けて、平取町では、次の８つの基本目標に沿ってまち
づくりを進めます。どれも、私たちの暮らしにつながる大切な柱です。 

１１



豊かな心を育むまちづくり豊かな心を育むまちづくり１  豊かな心を育むまちづくり

　学校教育、社会教育、アイヌ文化、歴史・文化財を　学校教育、社会教育、アイヌ文化、歴史・文化財を
大切にし、学びと誇りを育みます。大切にし、学びと誇りを育みます。
　平取高校の教育環境支援や寮整備、ふるさと教育の　平取高校の教育環境支援や寮整備、ふるさと教育の
充実などにも取り組みます。充実などにも取り組みます。

　学校教育、社会教育、アイヌ文化、歴史・文化財を
大切にし、学びと誇りを育みます。
　平取高校の教育環境支援や寮整備、ふるさと教育の
充実などにも取り組みます。

２２



健康で楽しく暮らせるまちづくり健康で楽しく暮らせるまちづくり２  健康で楽しく暮らせるまちづくり

　健康づくり、地域医療、高齢者福祉、障がい者福祉、　健康づくり、地域医療、高齢者福祉、障がい者福祉、
地域共生を進め、誰もが安心して暮らせる地域を目指地域共生を進め、誰もが安心して暮らせる地域を目指
します。近隣医療機関との連携や介護予防、生活支援します。近隣医療機関との連携や介護予防、生活支援
の充実に取り組みます。の充実に取り組みます。

　健康づくり、地域医療、高齢者福祉、障がい者福祉、
地域共生を進め、誰もが安心して暮らせる地域を目指
します。近隣医療機関との連携や介護予防、生活支援
の充実に取り組みます。

３３



安心して子育てできるまちづくり安心して子育てできるまちづくり３  安心して子育てできるまちづくり

　妊娠・出産から子育てまで切れ目なく支え、地域全　妊娠・出産から子育てまで切れ目なく支え、地域全
体で子育てを応援します。保育、放課後児童、相談支体で子育てを応援します。保育、放課後児童、相談支
援、療育体制の充実などを進めます。援、療育体制の充実などを進めます。

　妊娠・出産から子育てまで切れ目なく支え、地域全
体で子育てを応援します。保育、放課後児童、相談支
援、療育体制の充実などを進めます。

４４



活力を生むまちづくり活力を生むまちづくり４  活力を生むまちづくり
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　脱炭素、循環型社会、自然環境、景観などを大切にし、　脱炭素、循環型社会、自然環境、景観などを大切にし、
環境と共生するまちを目指します。環境と共生するまちを目指します。
　未来の世代につながる持続可能な地域づくりを進めま　未来の世代につながる持続可能な地域づくりを進めま
す。す。

　脱炭素、循環型社会、自然環境、景観などを大切にし、
環境と共生するまちを目指します。
　未来の世代につながる持続可能な地域づくりを進めま
す。

５５



地域資源を活かしたまちづくり地域資源を活かしたまちづくり５  地域資源を活かしたまちづくり

　自然、食、アイヌ文化などの地域資源を活かし、観光　自然、食、アイヌ文化などの地域資源を活かし、観光
の魅力を高めます。観光基盤の整備、体験型観光、SNSの魅力を高めます。観光基盤の整備、体験型観光、SNS
等による情報発信の強化を進めます。等による情報発信の強化を進めます。

　自然、食、アイヌ文化などの地域資源を活かし、観光
の魅力を高めます。観光基盤の整備、体験型観光、SNS
等による情報発信の強化を進めます。

６６



環境に優しいまちづくり環境に優しいまちづくり６  環境に優しいまちづくり

７７



快適に暮らせるまちづくり快適に暮らせるまちづくり７  快適に暮らせるまちづくり

　防犯、防災、消防、道路、交通、水道、住環境、土地　防犯、防災、消防、道路、交通、水道、住環境、土地
利用など、暮らしの基盤を整えます。安全・安心で、便利用など、暮らしの基盤を整えます。安全・安心で、便
利に暮らせる環境づくりを進めます。利に暮らせる環境づくりを進めます。

　防犯、防災、消防、道路、交通、水道、住環境、土地
利用など、暮らしの基盤を整えます。安全・安心で、便
利に暮らせる環境づくりを進めます。

８８



みんなで歩む協働のまちづくりみんなで歩む協働のまちづくり８  みんなで歩む協働のまちづくり

　住民協働、コミュニティ、人権尊重、広報広聴、行財　住民協働、コミュニティ、人権尊重、広報広聴、行財
政運営、行政サービス・DXを進めます。政運営、行政サービス・DXを進めます。
　町民と行政が力を合わせ、よりよいまちをつくります。　町民と行政が力を合わせ、よりよいまちをつくります。

　住民協働、コミュニティ、人権尊重、広報広聴、行財
政運営、行政サービス・DXを進めます。
　町民と行政が力を合わせ、よりよいまちをつくります。

- 5
-

平取町公式キャラクター平取町公式キャラクター
ビラッキービラッキー

平取町公式キャラクター

ビラッキー



これからの10年で、特に力を入れる主な取組これからの10年で、特に力を入れる主な取組これからの10年で、特に力を入れる主な取組

　８つの基本目標のもと、平取町では、暮らし・学び・産業・地域の魅力づ　８つの基本目標のもと、平取町では、暮らし・学び・産業・地域の魅力づ
くりを進めていきます。簡易版では、その中でも町民にとって特にイメージくりを進めていきます。簡易版では、その中でも町民にとって特にイメージ
しやすい取組を紹介します。しやすい取組を紹介します。

　８つの基本目標のもと、平取町では、暮らし・学び・産業・地域の魅力づ
くりを進めていきます。簡易版では、その中でも町民にとって特にイメージ
しやすい取組を紹介します。

とくに注目したい主な取組

☆
高校の魅力化：全国から選ばれる「平取高校」へ☆
高校の魅力化：全国から選ばれる「平取高校」へ☆ 高校の魅力化：全国から選ばれる「平取高校」へ

　これまでの「町内の生徒への支援」に加え、「地域みらい留学」の取組に　これまでの「町内の生徒への支援」に加え、「地域みらい留学」の取組に
よって、都会では体験できない平取ならではの学びを武器に、全国の志高いよって、都会では体験できない平取ならではの学びを武器に、全国の志高い
中学生に選ばれる学校を目指します。中学生に選ばれる学校を目指します。
　また、町外からの生徒を受け入れるために、「共生型高校生寮」を整備　また、町外からの生徒を受け入れるために、「共生型高校生寮」を整備
し、地域住民との交流も生まれる「開かれた寮」を目指します。し、地域住民との交流も生まれる「開かれた寮」を目指します。

　これまでの「町内の生徒への支援」に加え、「地域みらい留学」の取組に
よって、都会では体験できない平取ならではの学びを武器に、全国の志高い
中学生に選ばれる学校を目指します。
　また、町外からの生徒を受け入れるために、「共生型高校生寮」を整備
し、地域住民との交流も生まれる「開かれた寮」を目指します。

☆
子育て支援：こども家庭センターが寄り添います☆
子育て支援：こども家庭センターが寄り添います☆ 子育て支援：こども家庭センターが寄り添います

　これまでの「経済的支援（手当など）」に加え、令和８年度からは「一人　これまでの「経済的支援（手当など）」に加え、令和８年度からは「一人
ひとりに寄り添う相談体制」を充実します。「こども家庭センター」の設置ひとりに寄り添う相談体制」を充実します。「こども家庭センター」の設置
により、妊娠期から子育て期まで、切れ目のない相談支援を行います。により、妊娠期から子育て期まで、切れ目のない相談支援を行います。

　これまでの「経済的支援（手当など）」に加え、令和８年度からは「一人
ひとりに寄り添う相談体制」を充実します。「こども家庭センター」の設置
により、妊娠期から子育て期まで、切れ目のない相談支援を行います。

☆
観光の転換：地域資源を「稼ぐ力」に変える☆
観光の転換：地域資源を「稼ぐ力」に変える☆ 観光の転換：地域資源を「稼ぐ力」に変える

　平取町では、豊かな自然やアイヌ文化、特産品などの地域資源を活かし、　平取町では、豊かな自然やアイヌ文化、特産品などの地域資源を活かし、
特色ある「滞在・着地型観光」コンテンツの構築を進めます。特色ある「滞在・着地型観光」コンテンツの構築を進めます。
　総合的な観光案内の窓口・拠点の整備に取り組み、来訪者が安心して平取　総合的な観光案内の窓口・拠点の整備に取り組み、来訪者が安心して平取
町の魅力を体感できる環境づくりを目指します。町の魅力を体感できる環境づくりを目指します。
　SNSなどの各種媒体や公式キャラクターを活用し、海外からの旅行者も　SNSなどの各種媒体や公式キャラクターを活用し、海外からの旅行者も
含めた積極的なプロモーションを展開します。含めた積極的なプロモーションを展開します。

　平取町では、豊かな自然やアイヌ文化、特産品などの地域資源を活かし、
特色ある「滞在・着地型観光」コンテンツの構築を進めます。
　総合的な観光案内の窓口・拠点の整備に取り組み、来訪者が安心して平取
町の魅力を体感できる環境づくりを目指します。
　SNSなどの各種媒体や公式キャラクターを活用し、海外からの旅行者も
含めた積極的なプロモーションを展開します。

　総合計画は、策定して終わりではなく、実行し、見直しを重ねな　総合計画は、策定して終わりではなく、実行し、見直しを重ねな
がら育てていく計画です。がら育てていく計画です。

　計画本文、簡易版、概要版、小中学生向けの子ども版は、町ホー　計画本文、簡易版、概要版、小中学生向けの子ども版は、町ホー
ムページからご覧いただけます（※裏表紙にＱＲコードを掲載してムページからご覧いただけます（※裏表紙にＱＲコードを掲載して
います）。います）。

　総合計画は、策定して終わりではなく、実行し、見直しを重ねな
がら育てていく計画です。

　計画本文、簡易版、概要版、小中学生向けの子ども版は、町ホー
ムページからご覧いただけます（※裏表紙にＱＲコードを掲載して
います）。
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平取の未来は、みんなでつくっていきます平取の未来は、みんなでつくっていきます平取の未来は、みんなでつくっていきます

この計画は、みんなで進める計画です 
　平取町の未来は、行政だけでつくるものではなく、町民、地域、事業者、　平取町の未来は、行政だけでつくるものではなく、町民、地域、事業者、
団体、議会、行政が、それぞれの立場で力を合わせながら育てていくもの団体、議会、行政が、それぞれの立場で力を合わせながら育てていくもの
です。です。



　平取町の未来は、行政だけでつくるものではなく、町民、地域、事業者、
団体、議会、行政が、それぞれの立場で力を合わせながら育てていくもの
です。 

この簡易版でわかること 
●
平取町がこれからの10年でめざす将来像●
平取町がこれからの10年でめざす将来像


●
子育て、健康、仕事、交通、防災など、暮らしにつながる８つの柱●
子育て、健康、仕事、交通、防災など、暮らしにつながる８つの柱


●
平取町らしさを活かしながら、みんなで未来をつくっていく考え方●
平取町らしさを活かしながら、みんなで未来をつくっていく考え方



● 平取町がこれからの10年でめざす将来像 
● 子育て、健康、仕事、交通、防災など、暮らしにつながる８つの柱 
● 平取町らしさを活かしながら、みんなで未来をつくっていく考え方 

これからの平取町へ 
　子どもたちが希望を持てる町に。若い世代が住みたい、戻ってきたいと　子どもたちが希望を持てる町に。若い世代が住みたい、戻ってきたいと
思える町に。高齢になっても安心して暮らせる町に。思える町に。高齢になっても安心して暮らせる町に。
　平取町は、これからもみんなで未来をつくっていきます。　平取町は、これからもみんなで未来をつくっていきます。



　子どもたちが希望を持てる町に。若い世代が住みたい、戻ってきたいと
思える町に。高齢になっても安心して暮らせる町に。
　平取町は、これからもみんなで未来をつくっていきます。 

計画本編はこちら

問い合わせ先：平取町まちづくり課地域戦略係
℡
01457-2-2222問い合わせ先：平取町まちづくり課地域戦略係
℡
01457-2-2222問い合わせ先：平取町まちづくり課地域戦略係 ℡
01457-2-2222

平取町公式平取町公式平取町公式平取町公式ホームページ平取町公式ホームページ平取町公式ホームページ

もっと身近に もっと便利に

防災情報・イベント案内等



2026年4月２０日発売！

3,620
1,800
880

平取町産酒造好適米「吟風」を 100％使用した、
優しい香りとほどよい旨味が広がるスッキリとした口当たりの純米酒。

是非、お好みの飲み方でお楽しみください。

原材料名

原料米

アルコール分

米、米こうじ

平取町産酒造好適米「吟風」100％

15％

びらとり純米酒 涼燗

製造者：田中酒造株式会社

お問い合わせ先：平取町役場 観光商工課観光係（TEL：01457-3-7703）

松崎商店 01457‒2‒2601 平取町二風谷 54‒5 JAびらとり Aコープ 01457‒2‒2214 平取町本町 40‒1

※一部取り扱っていない店舗もございますので、ご了承ください。

円

円

円
（全て税込み価格）

1.8L

720ml

300ml



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健診の申込みは健診日間近まで受け付けてます！！ 
 
【日程・場所】 

【各種健診の情報】 

  ※ 生活保護受給者は無料（ピロリ菌検査を除く）。 

  ※ “健診自動申込み制度”に登録されている方は申込み不要です。追加・変更等があればご連絡下さい。 

  ※ 社会保険の被扶養者の方で特定健診受診希望の方は加入保険者発行の「特定健診受診券」が必要です。 

 

 

 

日  時 会  場 受付時間 

６月９日（火） ふれあいセンターびらとり ６：００～１０：００ 

６月１０日（水） 振内町民センター ６：００～１０：００ 

 項目 対象者 自己負担金 

 

特定健診 
平取町国民健康保険 加入者（40～74歳） 1,000 円 

その他社会保険の被扶養者 
各保険者 

要確認 

後期高齢者健診 後期高齢者医療保険 加入者（75 歳～） 無 料 

一般健診 18 歳以上の平取町民 生活保護受給者 等 1,000 円 

が
ん
検
診 

肺がん検診   
（結核検診） 

18 歳以上の平取町民 無 料 

胃がん検診 
40 歳以上の平取町民  ※70 歳以上は半額 

2,000 円 

大腸がん検診 600 円 

前立腺がん検診 50 歳以上の平取町民男性  ※70 歳以上は半額 1,000 円 

そ

の
他
検
査 

肝炎ｳｲﾙｽ検診 30 歳以上で過去未受診者 1,000 円 

ｴｷﾉｺｯｸｽ検査 20 歳以上で過去 5年間に受診していない平取町民 無 料 

ﾋﾟﾛﾘ菌検査 20 歳以上で過去ピロリ菌検査未受診者 2,860 円 

【申込・問合せ】 ふれあいセンターびらとり 

保健福祉課 保健推進係 ☎（０１４５７）４－６１１２ 

全
身
の
健
康 

チ

ェ

ッ

ク 



 
 

こころの専門家である精神科領域専門のスタッフをお招きし、こころの健康相談会を

実施します。ご本人はもちろん、ご家族や周りの人からの相談でも構いません。役場の

職員が相談の場に同席することやご相談いただいた内容が漏洩することもありません。

安心してお申込下さい。 

 

＜例えばこんなことありませんか？＞ 

周囲の人となんとなくうまく付き合えない 

家族の対応で困っている 

最近眠れない…食欲がない… 

受診したほうがいいのかな。でも、受診前に相談してみたい。 

子どもとの関りに悩んでいる…                   など 

 

【開催日】 

５月２５日（水） １６：００～１９：００   ※完全予約制  

【実施場所】 

ふれあいセンターびらとり 小会議室 

 

※有意義な相談となるよう、お申し込み時には、相談したいことや今の生活のことなど、あ

らかじめ保健師が確認させていただきますのでご了承ください。どうしても話をしたくない

場合には、その旨、お電話でお伝えください。 

 

【問合せ・申込先】  

ふれあいセンターびらとり 保健福祉課 保健推進係 TEL4-6112 

◎保健師による相談は平日 8:30～17:15 いつでも受け付けています 

 

 

その他相談窓口 

◎＃いのち SOS（ＮPO 法人 自殺対策支援センターライフリンク） 

☎0120-061-338 毎日 24 時間 

  

◎SNS 相談窓口 

NPO 法人 自殺対策支援センターライフリンク 

 LINE「生きづらびっと」  ID 検索@yorisoi-chat 



脳検診のご案内 
令和８年度も『脳検診』を実施します。頭部 MRI・MRA 撮影によって、生

活習慣病に関係する脳血管の変化や病気の早期発見、予防について専門医が診

断します。どうぞ、ご自身の健康管理にお役立てください!! 

 

 【日  時】 ５月２５日（月） 8：30～10：45／13：00～16：00 

          ２６日（火） 8：30～10：45／13：00～16：00 

          ２７日（水） 8：30～10：00 

        ※各日程、時間を区切って受付  

 【場  所】 ふれあいセンターびらとり 多目的集会室（バス停側） 

 【内  容】 検診バス内での頭部 MRI（脳の断面画像診断）  

及び MRA 検査（脳血管の立体画像診断）   

 【料  金】 5,000 円      

 【対 象 者】 昨年度、脳検診未受診で、検診日において満 40 歳～74 歳 

の平取町民    

 【定  員】 85 名（要事前予約）   

 【受付期間】 ４月１５日（水）8：00～受付開始  

※定員になり次第締め切り 

※４月１６日以降は月～金曜日 8：30～17：15 が受付時間となります 

 【実施機関】 北海道脳神経疾患研究所（運営母体：中村記念病院） 

 

 申込・問合先  保健福祉課保健推進係 電話４－６１１２ 



 

 
 
 
 
 
 
 平取町では不妊治療に要する経済的負担を軽減するため、費用の一部助成を行っています。 

 不妊治療費及び不妊治療交通費の助成を希望される方は、申請方法等の説明がありますので、

下記問合せ先までご連絡ください。 

 

１．助成の対象者 

①婚姻をしていること。（事実婚関係にある者も含む。） 

②夫婦ともに平取町に住所を有すること。 併せて、助成申請日の１年以上前から夫婦両方、も

しくは一方が引き続き平取町に在住していること。 

（※転入の場合、転入日より 1 年後からの治療が助成の対象となります） 

③医療保険法各法に規定する被保険者または、組合員もしくは被扶養者であること。 

④夫婦ともに町税等を滞納していないこと。 

⑤助成申請前に保健師との事前面談が終了していること。 

 

２．助成の対象及び内容 

事業区分 助成の対象 助成の内容 

不妊治療費

助成事業 

一般不妊治療（不妊検査も含む） 1 組の夫婦に対し、生涯にわたり５万

円まで 

特定不妊治療（体外受精・顕微鏡受精） 1 組の夫婦に対し、1 回 5 万円・通算

50 万円まで 

先進不妊治療（治療に関する情報は、

厚生労働省ＨＰにてご確認ください） 

１子あたり６回、１回５万円・通算 30

万円まで 

不妊治療交

通費助成事

業 

一般又は特定及び先進不妊治療を受

ける際、自宅から医療機関までの距離

に応じた交通費 

１回の治療に対し５回まで 

距離区分により基準額があります。 

＜例＞本町（自宅）～苫小牧（医療機関）

の場合、2,200 円/回の助成 

 

３．申請の方法 

 申請に必要な書類等の説明があるため、事前に保健師と面談を行います。下記の問合先までご 

連絡ください。 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

ふれあいセンターびらとり 保健福祉課保健推進係  

☎ 01457-4-6112 

・治療が終了後 30 日以内の申請が必要です。 

・年度内での申請をお願いします。 

・令和８年度内に 1 度でも治療（検査）を受け、申請を希望される場合

は、令和９年 3 月中旬までに面談・申請にいらしてください。 



国の方針により、令和８年4月以降、高齢者肺炎球菌予防接種に使用するワクチン

の種類が以下の通り変わります。 

使用するワクチンが「２３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン

（PPSV23）」から「沈降２０価肺炎球菌結合型ワクチン（PCV20）」へ変更にな

ります。使用するワクチンの単価が上がるため、自己負担額が増額となります。 

 

定期接種対象の方には６５歳の誕生日の前月に緑色のクーポン券を送付いたしま

す。接種券を紛失した場合は再交付することができますので、保健推進係

（☎01457-4-6112）までご連絡ください。

 ６６歳以上の方で、これまでに「２３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン 

（PPSV）」を接種されたことがない方が対象です。クーポン券の発行については裏面

「任意接種をご希望される方へ」をご覧ください。 

変更前 

（令和８年３月末まで） 

変更後 

（令和８年４月以降） 

定期接種 任意接種 定期接種 任意接種 

使用するワクチン 

２３価肺炎球菌莢膜ポリ

サッカライドワクチン 

（PPSV） 

沈降２０価肺炎球菌結合型ワ

クチン (PCV) 

免疫持続性 
効果の持続年数が数年と

短い 

長期的な免疫持続が期待でき

る 

自己負担額 2,000円 3,300円 4,000円 6,600円 

高齢者肺炎球菌予防接種に使用するワクチンの 

種類及び自己負担額が変わります！ 

裏面もご覧ください。

変更点について

定期接種クーポン券について 

任意接種の助成について 



【お問い合わせ】平取町役場 保健福祉課 保健推進係☎01457-4-6112 

 

 

※１定期接種の対象の方で生活保護を受給している方の自己負担はありません。ただし、任意接種の場合

は自己負担額がかかります。 

※２ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方。 

※３高齢者肺炎球菌、帯状疱疹予防接種の助成は生涯に一度限りです。これまでに接種したことのある

方は助成の対象になりません。 

 
 
 
任意接種の対象の方で接種をご希望される方はクーポン券の発行が必要です。お

手数ですが、保健福祉課保健推進係（☎4-6112）までご連絡ください。 
 
 
 

①平取町国民健康保険病院  (TEL ２－２２０１)  

②平取町振内国民健康保険診療所 (TEL ３－３００４) 

※接種を希望される方は予約が必要です。クーポン券をお持ちの方は、直接医療機

関にご連絡ください。 

 

 
 

定期接種の対象の方で町外医療機関に入院中、町外施設に入所中、その他医師が認めた

理由により町内での医療機関で接種ができない方は、個別に連絡調整の必要があります。

必ず接種前にご連絡下さい。任意接種につきましては、町外医療機関で接種した場合、助

成の対象にはなりません。 
 

 

ワクチンの種類 
自己負担額 対象者 

回数 
定期接種※１ 任意接種 定期接種 任意接種 

高齢者肺炎球菌 

「PCV20」 
2,000円 3,300円 

①満６５歳の方 

②満60～64歳の慢性高度心・

腎・呼吸機能不全の方等 

満66歳 

以上の方 

１回 

※３ 
 

帯

状

疱

疹 

帯状疱疹ワクチン

(不活化ワクチン)

「シングリックス」 

２回で 

13,200円 

2回で 

22,000円 

①年度内に

65.70.75.80.85.90.95歳及び

100歳に達する方 

②満60～64歳で対象となる方

※２ 

満50歳 

以上の方で

定期接種対

象外の方 

２回 

※３ 

水痘ワクチン(生ワ

クチン)「ビケン」 
3,000円 5,000円 

１回 

※３ 

インフルエンザ ※秋冬のみ接種可 

詳細は10月頃まちだより及びHP等でお知らせいたします。  コロナウイルス 

 高齢者予防接種一覧表 
 

実施医療機関  

町外医療機関で接種する場合について 

任意接種をご希望される方へ 

※要予約 



町民の皆様にご寄贈いただいた『こいのぼり』を、以下の日時から病院

敷地内で掲揚予定ですので、お楽しみください。 

掲揚日：５月１日（金）１０時より 

平取町国民健康保険病院 

 

 

 

５月の診療日程につきましては、裏面の【外来診療カレンダー】をご確認ください。 

 
 

担当医：小林 健 先生 
（札幌心臓血管クリニック 循環器内科 副主任部長） 

     

専 門：循環器内科 

   診療日：毎週水曜日（予約不要） 

   診療時間：９：３０～１１：３０ 

（受付時間８：１５～１１：１５） 
 

ひとこと：患者の皆様が安心して医療を受けていただけるよう一人ひとりに 

寄りそった診療を心がけています。どうぞよろしくお願いします。 
 

 

  

 

 

 

 

 

令和８年５月号 

病 院 だ よ り 

平取町国民健康保険病院 

０１４５７—２—２２０１ 

病院の理念 

町民の医療の確保につとめます 

地域の皆様の健康増進を図ります 

福祉の向上に貢献します 

①  こいのぼりの掲揚について 

② 地域連携係からのお知らせです 

専門外来の紹介～循環器内科～札幌心臓血管クリニックからの派遣医師 

少しでも異常を感じたら身体からのサインですので迷わずに受診してください。 

症状：息切れ・不整脈・胸痛・胸部圧迫感・動悸・めまい・足や顔のむくみなど 

 

地域連携係は、患者さまを中心に、病院、介護施設等との連携を大切にし、

患者様の皆様と医療と介護を結ぶ『かけはし』として業務を行っています。 

訪問診療や各種ご相談を希望の方は、まずは電話等にて相談ください。 

 

地域連携担当：大沢・冨安 



月 火 水 木 金

内 科 ： 谷 内 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上 内 科 ： 平 岡
外 科 ： 村 上 外 科 ： 休 診 外 科 ： 谷 内 外 科 ： 谷 内

内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上
外 科 ： 村 上 外 科 ： 谷 内 外 科 ： 休 診 外 科 ： 休 診

内 科 ： 村 上 内 科 ： 平 岡
外 科 ： 谷 内 外 科 ： 谷 内

内 科 ： 平 岡 内 科 ： 谷 内
外 科 ： 休 診 外 科 ： 出 張 医

内 科 ： 谷 内 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上 内 科 ： 平 岡
外 科 ： 村 上 外 科 ： 休 診 外 科 ： 休 診 外 科 ： 谷 内 外 科 ： 谷 内

内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上 内 科 ： 谷 内 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上
外 科 ： 村 上 外 科 ： 谷 内 外 科 ： 村 上 外 科 ： 休 診 外 科 ： 出 張 医

内 科 ： 谷 内 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上 内 科 ： 平 岡
外 科 ： 村 上 外 科 ： 休 診 外 科 ： 休 診 外 科 ： 谷 内 外 科 ： 谷 内

内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上 内 科 ： 谷 内 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 谷 内
外 科 ： 村 上 外 科 ： 谷 内 外 科 ： 村 上 外 科 ： 休 診 外 科 ： 出 張 医

内 科 ： 谷 内 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上 内 科 ： 平 岡
外 科 ： 村 上 外 科 ： 休 診 外 科 ： 休 診 外 科 ： 谷 内 外 科 ： 谷 内

内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上 内 科 ： 谷 内 内 科 ： 平 岡 内 科 ： 村 上
外 科 ： 村 上 外 科 ： 谷 内 外 科 ： 村 上 外 科 ： 休 診 外 科 ： 出 張 医

※都合により担当医が変更になる場合があります。
※整形外科、眼科、もの忘れ外来は、事前に予約が必要となります。
※外来受付時間　午前８時１５分～１１時１５分まで　　午後０時３０分～３時４５分まで

令和８年５月　平取町国民健康保険病院　外来診療カレンダー

4/27 4/28 4/29 4/30 1

午前
皮膚科：加瀬

（１０時から）

午後
皮膚科：加瀬

（１５時まで）
もの忘れ：出張医
（予約制 14時00分）

14

8

午前

午後

4 5 6 7

15

22

午前
皮膚科：加瀬

（１０時から）
循環器：小林

（9時30分～）

午後
皮膚科：加瀬

（１５時まで）
小児科：菅 原

(13時30分～）

11 12 13

29

午前
整 形：井上

（予約制 9時00分）

循環器：小林
（9時30分～）

午後
眼科：宮部

(予約制 13時30分)

18 19 20 21

25 26 27 28

平取町国民健康保険病院　０１４５７－２－２２０１

昭和の日
休　診

こどもの日
休　診

振替休日
休　診

みどりの日
休　診

循環器：小林
（9時30分～）

午前
皮膚科：加瀬

（１０時から）

午後
皮膚科：加瀬

（１５時まで）
小児科：菅 原

(13時30分～）










	第７次平取町総合計画  簡易版
	令和８（2026）年度〜令和17（2035）年度
	みんなでつくろう！ びらとりの未来（あした）！

	「総合計画」は平取町の未来を考える、大切な計画です
	　第７次平取町総合計画は、これからの平取町がどのようなまちを目指し、どのような取組を進めていくのかをまとめた、町の最上位計画です。 　人口減少や少子高齢化が進む中でも、平取町らしさを大切にしながら、安心して暮らし続けられるまちをつくるために策定しました。
	　この計画では、町民・議会・行政が目指す方向を共有し、分野ごとの施策を総合的・計画的に進めていきます。
	　期間は、令和８（2026）年度から令和17（2035）年度までの10年間で、基本計画の前半５年間（令和８（2026）年度～令和12（2030）年度）を前期計画、後半５年間（令和13（2031）年度～令和17（2035）年度）を後期計画とします。
	● 計画の見直し  　社会情勢の変化が激しい昨今の状況を踏まえれば、本計画が時代に適合しなくなる事態も想定され、新たな課題へも対応しなければならない可能性もあります。  　町民の意思や要望及び議会での協議の結果、町政運営の方針転換、国・道の動向など、計画の変更や修正が必要と判断した場合は、計画の見直しを実施いたします。
	計画体系概念図
	基本構想 R8～R17 （10年間）
	基本計画 前期：R8～R12 後期：R13～R17 （各５年間）
	実施計画 毎年３年間の計画を作成 （ローリング）



	まちづくりの合言葉
	みんなでつくろう！ びらとりの未来（あした）！
	-１-


	平取町の今と、これからの課題
	これからの平取町に必要なこと
	　平取町では、人口減少や少子高齢化が進む中で、地域の担い手不足や、医療・福祉 ・交通・子育て・住まいなど、暮らしを支える仕組みの維持がますます大切になっています。  　また、脱炭素社会への対応やデジタル化の進展など、時代の変化に合わせた新しい取組も必要になっています。  　その一方で、平取町には、豊かな自然、アイヌ文化をはじめとした歴史と文化、農業や林業、びらとりトマトやびらとり和牛などの地域資源、人と人とのつながりといった、大きな強みがあります。  　この計画は、そうした平取町らしさを活かしながら、これからも安心して暮らし続けられる町をつくるための計画です。

	人口が減る時代でも、暮らしやすい町へ
	　人口減少は、すぐに止められるものではありません。 　だからこそ、人数だけではなく、「この町で安心して暮らせるか」「住み続けたいと思えるか」が大切です。
	目標人口 令和17(2035)年


	3,540
	（推計値3,474人）
	平取町が抱える主な課題
	【交通・移動等】通勤・通学・通院・買い物を支える交通の確保 【医療・福祉】医療・福祉体制の維持と充実 【教育・子育て】高校の存続や教育環境の整備、子育てしやすい環境づくり 【雇用・産業振興】雇用の場の確保と産業の担い手不足への対応 【人口減少・地域コミュニテイ】地域の担い手の不足、地域活動の参加者減少 【移住・定住・住宅】住宅不足や施設の老朽化への対応 【観光・文化】地域資源の活用と情報発信の強化
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	子どもから大人まで、たくさんの声をもとにまとめました
	アンケートなどで特に重視されたこと
	平取町の未来をつくる８つの柱
	　将来像の実現に向けて、平取町では、次の８つの基本目標に沿ってまちづくりを進めます。どれも、私たちの暮らしにつながる大切な柱です。
	１  豊かな心を育むまちづくり
	　学校教育、社会教育、アイヌ文化、歴史・文化財を大切にし、学びと誇りを育みます。 　平取高校の教育環境支援や寮整備、ふるさと教育の充実などにも取り組みます。

	２  健康で楽しく暮らせるまちづくり
	　健康づくり、地域医療、高齢者福祉、障がい者福祉、地域共生を進め、誰もが安心して暮らせる地域を目指 します。近隣医療機関との連携や介護予防、生活支援 の充実に取り組みます。

	３  安心して子育てできるまちづくり
	　妊娠・出産から子育てまで切れ目なく支え、地域全体で子育てを応援します。保育、放課後児童、相談支援、療育体制の充実などを進めます。

	４  活力を生むまちづくり
	　農業・林業・商工業・雇用を支え、地域経済の活性化を目指します。担い手確保、スマート農業、起業支援、企業誘致などに取り組みます。


	５  地域資源を活かしたまちづくり
	　自然、食、アイヌ文化などの地域資源を活かし、観光の魅力を高めます。観光基盤の整備、体験型観光、SNS等による情報発信の強化を進めます。

	６  環境に優しいまちづくり
	　脱炭素、循環型社会、自然環境、景観などを大切にし、環境と共生するまちを目指します。 　未来の世代につながる持続可能な地域づくりを進めます。

	７  快適に暮らせるまちづくり
	　防犯、防災、消防、道路、交通、水道、住環境、土地利用など、暮らしの基盤を整えます。安全・安心で、便利に暮らせる環境づくりを進めます。

	８  みんなで歩む協働のまちづくり
	　住民協働、コミュニティ、人権尊重、広報広聴、行財 政運営、行政サービス・DXを進めます。 　町民と行政が力を合わせ、よりよいまちをつくります。
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